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だ
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よ
う
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暑
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が
続
き
大
雨
と
共
に
農
作

物
な
ど
に
も
大
き
な
影
響
が
。
台
所
に
も
厳
し
い

今
夏
。
さ
て
、
我
が
家
の
ト
マ
ト
も
長
雨
で
あ
っ

と
い
う
間
に
茎
が
茶
色
へ
、
し
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し
最
近
新
し
い

緑
の
茎
が
伸
び
て
来
て
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の
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見
つ
け
、
何
事

も
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め
て
は
い
け
な
い
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

美
味
し
い
ピ
ザ
を
作
る
ぞ
！

委員会より
ひとこと

和楽苑 理念 ✿最高の環境で素晴らしい老後を

利用者の皆様が安心感の持てる癒しの生活の場となるよう努力しています。
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笑 楽 くわら
和楽苑 初夏の行事 皆様の笑顔をお届けします

季節の食事会
― 天ぷら ―

※
 

マ
ス
ク
を
外
し
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
が

写
真
撮
影
時
の
み
外
し
て
い
ま
す
。

委
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会
紹
介
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待
ち
遠
し
い
再
会
を
喜
ぶ
七
夕
様
、
今
年
も
入
居
者
様
の

お
気
持
ち
の
こ
も
っ
た
短
冊
を
飾
り
つ
け
ま
し
た
。
ご
家

族
様
に
「
あ
り
が
と
う
」
「
健
康
と
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
」
「
パ
ソ
コ
ン
が
上
手
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」
な
ど

思
い
思
い
の
願
い
事
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

皆
様
の
願
い
が
天
高
く
届
き
ま
す
よ
う
に
。

熱
海
に
行
き
た
い

あ
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が
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う
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事
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目
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に
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々

な

こ
と
に
取
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い
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す
。
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面
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折

り
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う
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節

ね
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ど
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向
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四
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を
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、
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フ
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作
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。
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今
年

度
の
楽

（
ら

く
）
し

ゅ
う

式
機
能

訓

練 

『

世

界

に

一

つ

だ

け

の

贈

り

物

（

も

の

づ
く
り
）
』
。
！

7

月

、

皆

様

に

「

贈

り

物

（

メ

ッ

セ

ー

ジ

カ
ー

ド
・
塗

り
絵

）
を
送

ら
せ

て
頂
き

ま

し
た
。

こ
の

コ
ロ
ナ

禍
、

人
と
人

と
の

交
流
が

減

る

中
、

相
手
に

想
い

や
気
持

ち
を

伝
え
る

に

は

ど
う

し
た
ら

よ
い

か
？
と

の
想
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で
始

め

た

こ
の

取
り
組

み
、

如
何
だ

っ
た

で
し
ょ

う

か

？
感

想
や
ご

意
見

、
お
待

ち
し

て
お
り

ま

す
。次

は

10

月

を

予

定

し

て

お

り

ま

す

。

お

楽
し
み
。

当センターでは機能訓練として「楽（らく）しゅ
う式機能訓練」を取り入れています。

これは開設時からの取り組みで、ご利用者様には
機能訓練に関して、メニューの中からそれぞれ好き
な物を自由に選んで頂き取り組んでもらうというス
タイルに「らくしゅう式機能訓練Ⓡ」の手法を参考
に、当センターでのやり方で発展させてきたもので
「和楽苑」の「楽」をかけて「楽しゅう式機能訓
練」と呼んでいます。

参考にさせて頂きました「らくしゅう式機能訓練
Ⓡ」とは諏訪東京理科大学の篠原菊紀教授が指導、
推薦されている「脳の機能訓練」で、官公庁の介護
予防教室などで実施されています。「楽しく頭を使
い、体を動かして、人と関わりあうこと」を重視し、
ご利用者様自身が積極的に訓練を行うことを目的と
しています。

従来、われわれ事業所側が決めたメニューを利用
者様に行ってもらう機能訓練は、学力や運動機能の
一時的な向上には効果的ですが、継続していくとい
うことになると難しい面があります。

当センターとしては利用者様が、それぞれの好き
なメニュー（機能訓練）を行い、楽しく取り組める
ことで脳や身体機能がより活性し、日々の機能訓練
としても継続して行っていくことが出来るのではと
考え取り組んでいます。

和楽苑
デイサービス

センター

誕生会

おやつ
作り

園芸

機能訓練

七夕

「楽しゅう式
機能訓練」の紹介

※ マスクを外している写真がありますが
写真撮影時のみ外しています。楽（らく）しゅう式機能訓練 便り
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